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～
今
年
か
ら
会
場
が

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
札
幌
に
変
わ
り
ま
す
～

虫
の
声
が
賑
や
か
な
こ
の
頃
、
会
員
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し

ょ
う
か
。
本
年
も
恒
例
の
同
窓
会
定
期
総
会
・

懇
親
会
の
案
内
と
と
も
に
「
大
谷
地
だ
よ
り
」

第
五
十
八
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

さ
て
、
秋
の
恒
例
行
事
と
な
り
ま
し
た
北
星

学
園
大
学
同
窓
会
総
会
・
懇
親
会
で
す
が
、
昨

年
ま
で
の
札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
か
ら
会
場
を

移
し
、
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
札
幌
に
て
開
催
い
た

し
ま
す
。
期
待
を
裏
切
ら
な
い
料
理
と
準
備
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
の
懇
親
会
に
は
、
既
に
本
学

を
退
職
さ
れ
た
先
生
方
の
中
か
ら
、
忍
博
次
先

生
、
矢
口
以
文
先
生
を
招
待
教
員
に
お
招
き
い

た
し
ま
す
。
こ
の
二
名
の
先
生
方
が
本
学
の
発

展
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
こ
と
は
ご
存
知
の
と

お
り
と
思
い
ま
す
が
、
先
生
方
に
お
世
話
に
な

っ
た
同
窓
生
の
方
は
、
是
非
参
加
し
て
い
た
だ

き
た
く
思
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
現
職
の
教
職
員
も
多
数
出
席

予
定
で
す
。「
懐
か
し
い
あ
の
先
生
」「
お
世
話
に

な
っ
た
あ
の
職
員
」
の
顔
が
た
く
さ
ん
思
い
浮

か
ん
で
き
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
普
段
な

か
な
か
会
え
な
い
同
窓
生
と
の
再
会
の
場
と
し

て
も
ご
利
用
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
是

非
、
同
封
の
葉
書
の
�
出
席
�
に
○
を
つ
け
て

投
函
く
だ
さ
い
。
な
お
、
当
日
参
加
す
る
予
定

の
教
職
員
は
、
九
月
下
旬
～
十
月
上
旬
に
大
学

同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
随
時
発
表
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

定
期
総
会
・
懇
親
会
日
程

日

時

十
月
十
八
日
�土

定
期
総
会

午
後
五
時
半

懇
親
会

午
後
六
時
半

会

場

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
札
幌

（
中
央
区
南
一
条
西
五
丁
目
）

会

費

三
千
円

同
封
の
葉
書
に
て
十
月
一
日
ま
で
に

出
欠
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

来
年
か
ら
同
窓
会
活
動
に
お
け
る
大
き

な
変
更
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
〇
〇

二
年
四
月
、
北
星
学
園
女
子
短
期
大
学
が

北
星
学
園
大
学
短
期
大
学
部
に
改
組
さ

れ
、
大
谷
地
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
し
ま
し

た
が
、
短
大
同
窓
会
活
動
に
つ
い
て
は
、

独
自
に
運
営
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
こ
の
度
、
来
年
四
月
よ
り
、
大
学
同

窓
会
と
統
合
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
件
に
つ
い
て
は
今
年
度
の
総
会
に
お

諮
り
し
、
準
備
を
す
す
め
て
い
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

お
し

ひ
ろ

つ
ぐ

忍

博
次
先
生

在
職
中
は

文
学
部
及
び

社
会
福
祉
学

部
教
授
と
し

て
、グ
ル
ー

プ
・
ワ
ー
ク
、

障
害
者
福
祉
論
等
を
担
当
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
文

学
部
長
、
図
書
館
長
を
歴
任
さ
れ
、
初
代
大
学
院

文
学
研
究
科
長
・
社
会
福
祉
学
部
長
も
務
め
ら
れ

ま
し
た
。
本
学
名
誉
教
授
。

招招
待待
教教
員員
のの
ごご
紹紹
介介

や

ぐ
ち

よ
り

ふ
み

矢
口
以
文
先
生

在
職
中
は

文
学
部
教
授

と
し
て
、
聖

書
文
学
、
米

詩
講
読
等
を

担
当
さ
れ
、

三
期
宗
教
部

長
を
務
め
ら

れ
ま
し
た
。

本
学
名
誉
教

授
。

在職期間：１９６２年
４月～２０００年３月

在職期間：１９６６年
４月～１９９９年３月

遠
藤
憲
一
同
窓
会
会
長
が
急
逝

さ
れ
ま
し
た
。
余
り
に
突
然
の
こ

と
に
、
私
た
ち
関
係
者
一
同
は
、

い
ま
だ
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
気

持
ち
で
お
り
ま
す
。「
お
別
れ
の

会
」
で
、
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ス

タ
ー
ズ
の
バ
ン
ド
演
奏
を
バ
ッ
ク

に
、
気
持
ち
良
さ
そ
う
に
歌
う
遠

藤
さ
ん
の
声
を
テ
ー
プ
で
聞
き
な

が
ら
、
な
ぜ
こ
ん
な
に
早
く
、
と

の
思
い
を
禁
じ
え
ま
せ
ん
で
し

た
。
学
園
の
新
理
事
と
な
ら
れ
、

学
園
全
体
の
責
任
を
も
担
お
う
と

さ
れ
た
そ
の
矢
先
で
し
た
。

一
九
八
九
年
か
ら
長
き
に
わ
た

っ
て
の
北
星
学
園
大
学
同
窓
会
へ

の
ご
奉
仕
と
ご
尽
力
は
、
本
当
に

有
難
い
こ
と
で
し
た
。
遠
藤
さ
ん

の
母
校
を
思
う
熱
い
お
気
持
ち
に

ど
れ
だ
け
添
う
こ
と
が
で
き
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
が
、
ご
遺
志
を
引

き
継
い
で
、
大
学
・
学
園
の
発
展

の
た
め
に
邁
進
し
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
残
さ
れ
た
ご
遺
族
の

皆
様
の
上
に
は
、
と
り
わ
け
、
大

き
な
神
の
恵
み
が
あ
り
ま
す
よ
う

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

北
星
学
園
大
学

学
長

金
井

新
二

遠
藤
会
長
の
急
逝
を
悼
む

同窓会釧路支部設立２０周年にあたって

釧路支部は設立２０周年をむかえます

釧路支部長 櫛部 武俊

他支部の熱風がこの道東に押し寄せてきて、１９８８年１２月２日、西塔元支部長や木村修司さん

達の尽力で釧路支部設立総会が行われ、翌１９８９年から活動を開始することになりました。道東

は面積が広大で会員が点在しているため集うこともままなりませんが交流紙『霧笛』を発行し

ながら交流を図ってきました。

はや２０年、草創期の会員諸氏も還暦の境をウロウロしている状況です。設立２０周年を機に、

今後の支部の発展のため若い会員の台頭により新陳代謝が図られるべきとおもうところです。

尚、記念行事として、来る９月６日�土１５時より炭谷茂前環境省事務次官を迎えて市民講演会を

『まなぽっとぬさまい』で開催いたします。また１８時３０分から同会場にて記念レセプションを

行います。当日は、釧路の夜空を焦がす『どんぱく大花火大会』同窓会提供の花火も上がりま

す。晴れならば皆様の胸も焦がしてみせましょう。

各各各各各各各各各各各各
支支支支支支支支支支支支
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今
年
も
各
支
部
に
て
総
会
・
懇
親

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
札
幌
で
行
な

わ
れ
る
懇
親
会
に
都
合
で
参
加
で
き

な
い
方
、
地
方
で
あ
れ
ば
参
加
が
し

や
す
い
方
、是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

も
ち
ろ
ん
札
幌
の
懇
親
会
に
出
席
を

予
定
さ
れ
て
い
る
方
も
大
歓
迎
で
す
。

▼
函
館
支
部

総
会
・
懇
親
会
は
八
月
三
十
日

�
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
支
部

長
の
田
中
さ
ん
（
函
館
農
材
〇
一

三
八
―
四
七
―
六
六
四
五
）
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
北
見
支
部

九
月
十
四
日
�
に
行
わ
れ
ま

す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
北

見
支
部
の
結
城
さ
ん
（
〇
一
五
七

―
三
一
―
一
〇
八
五
）
に
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
帯
広
支
部

九
月
七
日
�
に
行
な
わ
れ
ま

す
。詳
細
は
、支
部
長
の
樋
渡
さ
ん

（
〇
一
五
五
―
四
八
―
六
九
三
八
）

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
釧
路
支
部

九
月
六
日
�
に
二
十
周
年
記
念

行
事
と
合
わ
せ
て
行
な
わ
れ
ま

す
。
詳
細
は
、
支
部
長
の
櫛
部
さ

ん
（
釧
路
市
役
所
生
活
福
祉
課
〇

一
五
四
―
三
一
―
四
五
八
七
）
に

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
旭
川
支
部

九
月
十
三
日
�
に
行
な
わ
れ
ま

す
。
詳
細
は
、
支
部
長
の
松
倉
さ

ん
（
〇
一
六
六
―
三
二
―
一
七
二

六
）
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
東
京
支
部

十
月
二
十
五
日
�
に
行
な
わ
れ

ま
す
。
詳
細
は
、
支
部
長
の
相
馬

さ
ん
（
〇
三
―
三
三
三
八
―
〇
六

二
八
）
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
千
歳
支
部

現
在
の
と
こ
ろ
十
二
月
六
日
�

の
予
定
で
す
。時
間
・
会
場
は
未
定

で
す
。詳
細
は
、支
部
長
の
二
ツ
川

さ
ん（
〇
一
二
三
―
二
四
―
八
二

四
二
）に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
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地
域
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
行
中
�

皆
さ
ん
、
地
下
鉄
大
谷
地
駅
か
ら

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
（
陽
だ
ま
り

ロ
ー
ド
）
を
通
っ
て
大
学
に
来
る
際

に
通
る
ト
ン
ネ
ル
（
し
ら
か
ば
ト
ン

ネ
ル
）
で
、
北
側
の
壁
に
施
さ
れ
た

モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
を
ご
覧
に
な
っ
た

こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
？

昨
年
に
引
き
続
き
、
大
学
の
「
地

域
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て

「
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
モ
ザ
イ
ク

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
、
し
ら

か
ば
ト
ン
ネ
ル
の
南
側
の
壁
に
お
い

て
、
現
在
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

「
暗
く
て
い
た
ず
ら
書
き
な
ど
が

多
く
、
通
っ
て
い
て
あ
ま
り
気
分
が

良
く
な
か
っ
た
」
し
ら
か
ば
ト
ン
ネ

ル
で
し
た
が
、
そ
の
ト
ン
ネ
ル
を
何

と
か
「
き
れ
い
で
楽
し
く
通
る
こ
と

の
で
き
る
ト
ン
ネ
ル
」
に
し
た
い
と

い
う
の
が
、
こ
の
事
業
の
そ
も
そ
も

の
始
ま
り
で
し
た
。

そ
こ
で
昨
年
、
大
学
が
中
心
と
な

っ
て
ト
ン
ネ
ル
の
北
側
の
壁
に
対
し

て
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
事
業
を
実
施
し

ま
し
た
が
、
そ
の
効
果
が
非
常
に
大

き
か
っ
た
た
め
か
地
元
で
の
評
判
が

非
常
に
良
く
、「
南
側
の
壁
も
是
非
同

じ
よ
う
に
や
っ
て
欲
し
い
」
と
の
声

が
非
常
に
多
く
あ
が
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
今
年
も
大
学
の
地
域

貢
献
事
業
と
し
て
、
地
元
在
住
の
芸

術
家
原
田
ミ
ド
ー
氏
の
指
導
の
下
、

大
学
周
辺
の
地
域
住
民
の
方
々
（
厚

別
南
ま
ち
づ
く
り
会
議
）、大
谷
地
東

小
学
校
、
利
用
者
、
厚
別
区
役
所
な

ど
と
の
協
働
で
行
う
こ
と
に
な
っ
た

も
の
で
す
。
そ
し
て
今
回
の
事
業

は
、
大
学
が
地
域
貢
献
の
思
い
を
込

め
て
札
幌
市
の
「
さ
ぽ
ー
と
ほ
っ
と

基
金
」
に
資
金
の
寄
付
を
行
い
（
上

田
市
長
よ
り
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
ま

し
た
）、そ
の
お
金
を
活
用
し
、
厚
別

南
ま
ち
づ
く
り
会
議
が
主
催
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
と
し
て
モ
ザ
イ
ク
ア

ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
の
は
、
お
そ

ら
く
我
が
国
で
初
め
て
の
事
例
で
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
今
回
の
事
業
で

大
谷
地
東
小
学
校
で
は
総
合
学
習
の

一
環
と
し
て
実
施
し
た
り
、
本
学
で

も
留
学
生
や
ス
ミ
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
が
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一

環
と
し
て
参
加
す
る

な
ど
、
地
域
ま
ち
づ

く
り
の
環
が
大
き
く

広
が
っ
て
き
て
い

て
、
全
国
的
に
も
非

常
に
注
目
を
集
め
て

い
る
事
業
と
な
っ
て

い
ま
す
。

五
月
二
十
四
日
の

イ
メ
ー
ジ
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
か
ら
始
ま

り
、
八
月
二
日
で
作

業
が
終
了
し
ま
し

た
。
是
非
一
度
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
、
大
学
Ｈ

Ｐ
を
ご
覧
下
さ
い
。

経
済
学
部
教
授

鈴

木

克

典

「「
洞洞
爺爺
湖湖
ササ
ミミ
ッッ
トト
にに
参参
加加
しし
てて
」」

七
月
六
、
七
、
八
日
、
洞
爺
湖
で

行
わ
れ
た
Ｇ
八
主
要
国
サ
ミ
ッ
ト
へ

の
海
外
か
ら
の
報
道
陣
な
ど
の
来
訪

者
に
対
す
る
千
歳
空
港
で
の
英
語
通

訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
大
学
英

文
学
科
の
学
生
を
中
心
に
経
済
学

部
、
短
大
英
文
学
科
の
学
生
を
含
め

て
四
十
名
を
日
本
私
立
大
学
協
会
北

海
道
支
部
を
通
じ
て
派
遣
い
た
し
ま

し
た
。
こ
の
結
果
、
募
集
さ
れ
た
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
約
半
数
が
本
学

学
生
と
な
り
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
行
っ
た
期
間
は
七
月
一
日
か
ら

十
日
ま
で
。
業
務
は
千
歳
空
港
の
四

箇
所
の
到
着
ロ
ビ
ー
で
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
三
人
、
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
１
人
が
一
チ
ー
ム
と
な
っ
て
到
着

口
か
ら
出
て
く
る
外
国
人
の
報
道
関

係
者
を
国
際
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ

の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
待
合
室
ま
で
誘

導
す
る
と
い
う
こ
と
を
主
な
任
務
と

し
て
、
空
港
内
の
施
設
の
案
内
等
い

わ
ゆ
る
空
港
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
役
割
を
す
る

と
い
う
も
の
で
し
た
。

サ
ミ
ッ
ト
開
催
当
日
は
外
国
の
方

も
数
多
く
、
英
語
で
案
内
す
る
こ
と

も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
前
後

は
外
国
の
方
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な

く
、
案
内
の
機
会
は
日
本
人
に
日
本

語
で
行
う
こ
と
の
方
が
多
い
く
ら
い

で
し
た
。

そ
ん
な
状
況
の
中
、
北
星
学
園
大

学
の
学
生
は
英
語
の
能
力
を
十
分
に

活
か
し
活
躍
し
て
く
れ
た
だ
け
で
は

な
く
、
そ
の
ほ
か
の
面
で
も
非
常
に

高
い
評
価
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
取
り

ま
と
め
て
い
た
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ

ッ
ト
道
民
会
議
の
方
々
か
ら
も
い
た

だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
ず
は

明
る
さ
。
道
民
会
議
の
方
々
だ
け
で

な
く
他
大
学
の
学
生
、
シ
ニ
ア
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
も
さ
わ
や
か
に

協
力
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
期

間
、
み
ん
な
が
気
持
ち
よ
く
業
務
に

従
事
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

れ
に
積
極
性
。
道
民
会
議
の
方
々
も

一
生
に
一
度
の
仕
事
で
、
何
が
起
こ

る
か
分
か
ら
な
い
状
況
で
手
探
り
の

部
分
が
多
く
あ
っ
た
の
で
す
が
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
後
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で

改
善
す
る
べ
き
点
を
ど
ん
ど
ん
挙
げ

て
積
極
的
に
業
務
の
進
行
の
向
上
に

大
き
く
貢
献
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

れ
に
業
務
に
対
す
る
愛

着
。
短
い
期
間
だ
っ
た
の

で
す
が
一
緒
に
働
い
た

方
々
に
対
す
る
親
愛
感
、

仕
事
に
対
す
る
深
い
愛
情

を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
し

た
。普

段
勉
強
し
て
い
る
英

語
を
実
際
に
使
っ
て
実
力

を
試
す
、
と
い
う
動
機
の

も
と
参
加
し
て
く
れ
た
学

生
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま

す
が
、
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
通
し
て
学
生
が
学
べ

た
こ
と
は
そ
れ
だ
け
で
は

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

社
会
で
既
に
活
躍
し
て
い

る
人
と
も
触
れ
合
う
こ
と

が
で
き
、
国
際
会
議
と
い
う
大
き
な

イ
ベ
ン
ト
の
一
役
を
担
う
こ
と
に
よ

っ
て
さ
ら
に
視
野
を
広
げ
、
こ
れ
か

ら
の
自
分
の
将
来
を
考
え
る
上
に
お

い
て
も
と
て
も
有
意
義
な
時
間
と
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
こ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
得
た
経
験
を
活
か
し

て
人
の
役
に
立
つ
、
社
会
に
貢
献
で

き
る
人
生
に
し
て
い
っ
て
も
ら
い
た

い
で
す
。

文
学
部

専
任
講
師

江
口

均

北星オープンユニバーシティ後期受講者募集案内

社会に門戸を開放し、卒業生、一般社会人、在学生がともに学ぶための生涯学習プログラムです。
「語学」「資格取得」「文化教養」「ビジネス・社会連携」「キリスト教学」のカテゴリーで多彩な講座を開講いた
します。
久しぶりにキャンパスに足をはこんで懐かしい先生方の講義を受けて学生時代を思い出してみませんか？

開 講 日：１０月１５日�水～
申込期間：９月２日�火～９月２０日�土
申込方法：講義内容をホームページ（http：／／www．open．hokusei．ac．jp／）でご確認のうえインターネットで

お申込みください。ホームページをご覧いただけない場合は、パンフレットをお電話でご請求く
ださい。無料で送付いたします。
エクステンション課 �０１１-８９１-２７３１
平日８：４５～１６：３０（１１：３０～１２：３０を除く） 土曜８：４５～１２：３０ 日曜休み

☆同窓生には受講料割引制度が適用されます。（一部適用外の講座あり）
☆前期から継続している語学系講座では、一部空きが少ないクラスがあります。

第 34 回 北 星 学 園 大 学 公 開 講 座

Extension lecture Hokusei Gakuen University

テーマ：「生活の安全点検と潤い創出 ～時代のキーワードは「生活」にあり～」

食品偽装、ワンクリック詐欺、プログラミングミスによる航空管制システムの混乱や銀行オンラインの停
止、あとを断たない「オレオレ詐欺」に引っかかる人の心理と犯罪者の手口、ささいな間違いが引き起こす
悲惨な交通事故や医療事故、家族関係の中で引き起こされる幼児・児童虐待・ドメスティックバイオレンス
（ＤＶ）等等、身の回りで発生する危険や危機の原因を探り、どう対応するかを分かりやすく講義します。
その上で、生活の潤いのひと時をどのように創り出すか、身近に取り組めるテーマを選んでご提案します。

１．開 催 時 間 午後６時２０分～午後７時５０分まで
２．会 場 北星学園大学内教室
３．定 員 ２００名（定員に達し次第締め切ります。）
４．受 講 資 格 期間中受講できる方。
５．受 講 料 一般２，０００円、大学生・高校生１，０００円（全期間セットの受講料となっております。）
６．申 込 期 間 ９月５日�必着（申込書および受講料入金）
７．申 込 方 法 申込書に必要事項をご記入いただき、５０円切手を貼付してお送りいただくととも

に受講料をお振り込みください。
（受講料を添えて大学窓口〈エクステンション課〉で申し込むこともできます。）

８．受講料の振込方法 要項に折込の本学所定振込用紙を使用して、金融機関で電信扱いにてお振り込み
ください。
なお、振込手数料はご負担願います。

（金融機関の収納印をもって領収書に代えますので、振込金受取書は大切に保管して
ください。）

９．修 了 証 書 ４回以上受講した方に対し、修了証書を交付します。
１０．道 民 カ レ ッ ジ �財北海道生涯学習協会が主催する「道民カレッジ」連携講座の環境生活コース９単

位に指定されています。
道民カレッジの受講生は申込書にてお知らせください。

１１．そ の 他 受講料のお振込が確認され次第、順次「受講証」をお送りいたしますので、セミ
ナー当日忘れずにお持ちください。
もし、受講証が郵送されてこない場合は、お手数ですが、下記までお問い合わせく
ださい。
車椅子等で介添えの必要な方は、申込書の通信欄にその旨お知らせください。後
日、大学から連絡させていただきます。
なお、ご記入いただきました個人情報は、本講座を催行する目的以外には使用いた
しません。

この講座についてご不明な点があれば、下記までお問い合わせください。
北星学園大学 エクステンション課 社会連携係（Ｃ館１階） �０１１-８９１-２７３１（内線７１３１）

■開講日程および講義題目
講師（専門分野）

本学短期大学部
生活創造学科教授

中村 浩

北海道立消費生活センター
相談員

森田 紀子
（本学卒業生）

本学短期大学部
生活創造学科准教授

藤原 里佐

本学短期大学部
生活創造学科教授

内山 智

旅行ジャーナリスト
小野寺 淳子

（本学卒業生）

本学短期大学部
生活創造学科専任講師

遠藤 太郎

講義題目

生活の中の危険と心理学

～身近に潜む�思い込み�と�勘違い�～

悪質商法の被害に遭わないために

～消費者相談の現場から～

家族の中の危機

～虐待・ＤＶが起きるメカニズムと予防～

情報ネットワーク社会の落とし穴

～どうしてプログラムミスがなくならないのか～

潤いのある生活

～温泉効果のメカニズムと正しい温泉選び～

札幌の魅力再発見

～身近なアートと潤い空間～

日程

◎第１回

９月１９日�

◎第２回

９月２６日�

◎第３回

１０月３日�

◎第４回

１０月１０日�

◎第５回

１０月１７日�

◎第６回

１０月２４日�

募集講座一覧

※キリスト教学 ★ホームヘルパー２級：在学生・卒業生限定講座

〔 〕卒業生割引受講料

受講料
（円）

２２，５００
〔１８，８００〕

回数

１５

開 講 日

１０／１６�
１６：３０～１８：００

１０／２１�
１９：００～２０：３０

１０／１５�
１９：００～２０：３０

１０／１６�
１９：００～２０：３０

１０／１８�
１３：００～１４：３０

１０／２１�
１９：００～２０：３０

１０／１５�
１９：００～２０：３０

１０／１６�
１９：００～２０：３０

１０／１８�
１０：３０～１２：００

１０／１８�
１３：００～１４：３０

１０／２１�
１９：００～２０：３０

１０／１５�
１９：００～２０：３０

１０／１８�
１３：００～１４：３０

１０／１６�
１９：００～２０：３０

１０／１８�
１０：３０～１２：００

１０／２１�
１９：００～２０：３０

１０／１８�
１３：００～１４：３０

１０／１７�
１９：００～２０：３０

１０／１６�
１９：００～２０：３０

１０／２１�
１９：００～２０：３０

１０／１７�
１９：００～２０：３０

１０／１６�
１９：００～２０：３０

１０／２１�
１９：００～２０：３０

１０／１７�
１９：００～２０：３０

１０／１６�
１９：００～２０：３０

１０／１６�
１９：００～２０：３０

１０／１６�
１９：００～２０：３０

講 師

エドワード
ファロー

クリストファー
カートニー

クリストファー
サイモンズ

アラン ボゼ
ア

ハリー チャ
ドウィック

スチュワート
ウォーカー

ケビン リト
ン

ティモシー
ホイット

ハリー チャ
ドウィック

ジェラルド
ペトラッシュ

ブライアン
バーンズ

ブリックリン
ゼフ

デビッド ア
ンダーソン

アラン マロ
ック

デビッド ア
ンダーソン

ティモシー
ホイット

スティーブン
バロー

ダニエル ア
ーノルド

ゲーザ オル
デハーフェル

カリム メシ
ェダル

ヤン アンナ

井上 敦子

チョン クワ
ンジャ

チェ チョン
ア

講 座 名

はじめての英会話

英会話入門

英会話初級

英会話中級	

英会話中級


英会話上級

ドイツ語初級

ドイツ語中級

ドイツ語上級

フランス語入門

中国語入門

中国語初級

中国語中級

ハングル入門

ハングル初級

ハングル中級	

カテゴ
リー

語

学

受講料
（円）

２２，５００
〔１８，８００〕

１０，０００

２２，５００
〔１８，８００〕

１３，５００
〔１１，３００〕

２２，５００
〔１８，８００〕

１３，５００
〔１１，３００〕

１２，０００
〔１０，０００〕

５，０００

２２，５００
〔１８，８００〕

３７，０００
〔３５，０００〕

４０，１００
〔３８，１００〕

〔６７，７００〕

２，３００

１６，５００
〔１３，８００〕

１０，５００
〔８，８００〕

５，０００

１０，０００

６，０００

５，０００

１０，０００
〔６，７００〕

回数

１５

１０

１５

９

１５

９

８

５

１５

１０

１６

３

１１

７

５

１０

７

５

１０

開 講 日

１０／２１�
１９：００～２０：３０

１０／１６�
１９：００～２０：３０

１０／１８�
１３：３０～１５：００

１０／１５�
１９：００～２０：３０

１０／１６�
１９：００～２０：３０

１０／２１�
１９：００～２０：３０

１０／１６�
１９：００～２０：３０

１０／１８�
１０：３０～１２：００

１０／１８�
１０：３０～１２：００

１０／１５�
１９：００～２０：３０

１０／２１�
１９：００～２０：３０

１０／１５�
１９：００～２０：３０

１０／２１�
１９：００～２０：３０

１１／１９�
１９：００～２０：３０

１０／１５�
１９：００～２０：３０

１０／１５�
１９：００～２１：００

１１／１８�
１９：００～２１：００

１０／１５�
１８：００～２１：３０

１０／１５�
１９：００～２０：３０

１０／１５�
１９：００～２０：３０

１０／１５�
１９：００～２０：３０

１０／１５�
１９：００～２０：３０

１０／１６�
１９：００～２０：３０

１０／１５�
１０：３０～１２：００

１０／１５�
１９：００～２０：３０

１１／１９�
１９：００～２０：３０

１０／２１�
１９：００～２０：３０

１０／２１�
１９：００～２０：３０

講 師

キム ウンジ
ュ

チョン ヨン
ジュ

チョン クワ
ンジャ

足立 清人

エドワード
ファロー

エドガー ポ
ープ

デーン ハン
プトン

ブライアン
バーンズ

トーマス ゲ
ッツ

江口 均

チョウ ガン
コウ

エドワード
ファロー

生協（富士通マ
イゼミナール）

ニチイ学館

阿部 敏夫

大坂 崇徳

東田 育子

チョウ ガン
コウ

三宅 章介

今野 喜文

竹川 勝雄

山我 哲雄
他

講 座 名

ハングル中級


ハングル上級

はじめてのラテン語

Travel English

World Music
Cultures

Idioms Plus：Vocabulary-
building Through Reading

英検２級までレベル
の読み聞き

Study and Test Skills（英検
準１級／高レベルTOEFLなど）

English Communication
Development

The Movies of Ann
Kaneko

English through
Drama

やさしい英文法教授
法

中国語学習のポイント―中国
語（発音・文法）の特徴―

TOEIC（R）

Microsoft Office
Specialist（Excel）

Microsoft Office
Specialist Expert（Excel）

★
ホームヘルパー２級

大谷地・厚別を語る（そ
の４）―厚別今昔物語―

建築ＣＡＤ設計

自分を癒すカラーセ
ラピー

中国事情雑談―小さな
出来事から見る中国―

中国文化散歩―都市
の紹介を中心に―

中・高年者の健康運
動教室

ケースで学ぶ経営戦
略

イノベーション企業
の法則

管理職パワーアップ
講座

現代の課題とキリス
ト教

カテゴ
リー

語

学

資

格

取

得

文

化

教

養

ビ
ジ
ネ
ス
・
社

会
連
携

※

２００８年９月１日 （２）Ｈ Ｏ Ｋ Ｕ Ｓ Ｅ Ｉ第 ５８ 号
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新
企
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
の
お
知
ら
せ

今
年
度
も
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
講
演
会
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
充
実
し

た
魅
力
あ
る
企
画
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

長倉洋海講演会クラリネット

渡部大三郎と音楽仲間 「フォトジャーナリストの眼」
～僕の出会った人々～～ Classic & Jazz ～

日時：10月１１日（土）午後2時から

会場：本学Ａ教室（図書館棟4階）

日時：9月２０日（土）午後２時から

会場：本学チャペル
初秋のひととき、ロシア音楽を中心に「クラシックとジャ

ズ」のコンサートをどうぞお楽しみください。

アフガニスタン、エルサルバドル、コソボなど世界の紛争地やアマゾン

などの辺境の地で暮らす人々を取材してきました。３０年も続けられたの

は、厳しい現実を跳ね返すような人のたくましさやその美しさに触れ、そ

れを自分の写真に写し込みたいと願ったからだと思います。さまざまな人

間と出会うことで自分が見えてきたこと、生活を共にする中で「同じ人間

なんだ」と思えた時、初めて彼らとの壁が溶けてきたことなど、心に残る

エピソードや人々の思いなどを写真を上映しながら話せればと思います。

（長倉 洋海）

＜プロフィール＞

１９５２年、釧路市生まれ。大学生時代は

探検部に所属し、手製筏による日本海漂

流やアフガン遊牧民接触などの探検行を

する。

１９８０年以降、世界の紛争地を精力的に

取材。中でも、アフガニスタン抵抗運動

の指導者マスードやエルサルバドルの難

民キャンプの少女へスースを長いスパン

で撮影し続ける。第１２回土門拳賞、日本

写真協会年度賞、講談社出版文化賞など

を受賞。

２００４年には西安からイスタンブールに

至るシルクロードの撮影を開始。９月１３

日から写真展「微笑み降る星」（釧路芸術館）を予定。写真集「人間交路・

シルクロード」も同時期に毎日新聞社から刊行予定。

第一部 クラシック
ハチャトリアン：クラリネット、ヴァイオリンとピアノの為の
三重奏

第二部 ジャズ
黒い瞳、サマータイム、小さな花、その他

地地地地地地地地地地地地地地平平平平平平平平平平平平平平線線線線線線線線線線線線線線のののののののののののののの音音音音音音音音音音音音音音楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽
～馬頭琴と喉歌のコンサート～

日時：１２月１３日(土)午後２時から
会場：本学チャペル

モンゴル伝統曲の演奏から、異分野とのコラボレーシ
ョンおよび即興的セッションまで、幅広い演奏活動を続
ける。２００１年、ゴビ砂漠の遊牧民馬頭琴奏者Ｙ・ネルグ
イ（モンゴル国人間文化財）から後継指名を受ける。松
任谷由美、鼓童ほかレコーディング参加作品も多数。

アコースティックユニット「Hard To Find」のギタリストとして活動
中。アコースティックギターにこだわり、フォークミュージック、ブルーグ
ラス、アイリッシュなど、様々なギタースタイルを弾きこなす。

演劇やリポーターの経験をいかし、１９９７年
より朗読を始める。モンゴル音楽の嵯峨治彦
と野花南を結成してからは、物語のイメージ
を言葉と音楽でより豊かに演出する方法を
模索しながらライブ活動を展開。

各々の申し込み受付け開始日は下記のとおりで

す。これ以前のお申し込みは無効となります。

○１渡部大三郎コンサート：９月５日�金より

○２長倉洋海講演会：９月２６日�金より

○３馬頭琴・喉歌コンサート：１１月２８日�金より

定員になり次第締め切らせていただきます。

「○月○日講演会・コンサート参加希望」とお書

きになり、氏名、連絡先電話番号、参加希望人数を

明記の上、ハガキまたは電話、FAX、e-mailでお申

し込みください。

なお、お申し込みされた方は直接大学へお越しく

ださい。整理券等は発行しません。

お申し込み・問合せ先
〒００４―８６３１ 札幌市厚別区大谷地西２丁目３―１

北星学園大学同窓会事務局 同窓会プロジェクト係

TEL．０１１―８９１―２７３１ FAX．０１１―８９２―６０９７

e-mail:dousoukai@hokusei．ac．jp

お願い
友人、知人の方もぜひお誘いください。

なお、小さなお子さんの入場はご遠慮ください。

講演会・コンサートの

申し込み方法について

草原のチェロと言われ、日本では絵本『スーホの白い馬』でも知られる楽器、馬頭琴や、
アジア中央部に伝わる独特の歌唱法、喉歌ソロ演奏を中心に、ギターや朗読とのコラボレ
ーションなどバラエティに富んだ内容でお送りします。

♪
お
ぺ
ら
・
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ａ
・

オ
ペ
ラ
�
北
星
�
６
♪

五
月
十
七
日
�
、

札
幌
オ
ペ
ラ
ス
タ
ジ

オ
の
皆
さ
ん
を
お
迎

え
し
て
、
今
年
で
六

回
目
と
な
る
オ
ペ
ラ

コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

第
一
部
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
は
、
全
員
に
よ

る
『
ア
メ
ー
ジ
ン

グ
・
グ
レ
イ
ス
』（
イ

ギ
リ
ス
民
謡
）
等
が

力
強
く
響
き
渡
り
、

一
気
に
オ
ペ
ラ
の
世
界
に
観
客
を
引
き
込
み
ま
し

た
。
続
く
オ
ペ
ラ
『
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
』
で
は
、『
す

べ
て
が
だ
め
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
』『
さ
あ
、
お

先
に
ど
う
ぞ
』
等
、
抜
粋
さ
れ
た
各
場
面
に
つ
い
て

振
り
を
交
え
な
が
ら
分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

第
二
部
は
、
オ
ペ
ラ
『
オ
ロ
ン
テ
ー
ア
』
よ
り

『
さ
よ
な
ら
、
コ
リ
ン
ド
』
の
独
唱
に
始
ま
り
、
日

本
の
歌
『
こ
の
み
ち
』
等
も
あ
り
ま
し
た
。
美
し
い

歌
声
と
表
現
力

に
心
か
ら
感
動

し
ま
し
た
。
ア

ン
コ
ー
ル
曲

は
、『
幸
せ
な
時

に
は
』『
乾
杯
の

う
た
』
を
全
員

で
高
ら
か
に
歌

い
、
と
て
も
華

や
か
な
雰
囲
気

の
う
ち
に
コ
ン

サ
ー
ト
が
終
了

し
ま
し
た
。

同窓会プロジェクト会員募集
同窓生から広く会員を募集します。

活動内容：講演会、コンサート等の企画立案・実施、「大谷地だ

より」“プロジェクトからのお知らせ”紙面の作成

活動日：毎月第２水曜日（不定期に臨時例会があります。）

興味、関心のある方はぜひ下記までご連絡ください。

北星学園大学同窓会事務局 同窓会プロジェクト係

TEL ０１１―８９１―２７３１ FAX ０１１―８９２―６０９７

e-mail：dousoukai@hokusei．ac．jp

土肥 睦子
（ピアノ）

渡部 大三郎
（クラリネット）

竹村 一哲
（ドラム）

瀬尾 高志
（ベース）

クレブ・ニキチン
（ヴァイオリン）

齋藤 桃子
（ピアノ）

嵯峨 治彦
（馬頭琴、喉歌）

星 直樹
（ギター）

たなかたかこ
（語り）

第 ５８ 号Ｈ Ｏ Ｋ Ｕ Ｓ Ｅ Ｉ（３） ２００８年９月１日
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平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平

倫倫倫倫倫倫倫倫倫倫倫倫倫倫倫倫倫倫倫倫
子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子
先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
にににににににににににににににににににに
名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名
誉誉誉誉誉誉誉誉誉誉誉誉誉誉誉誉誉誉誉誉
教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教
授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授
のののののののののののののののののののの
称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称
号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号

去
る
六
月
二
十
五
日
に
大
学
チ
ャ
ペ
ル
に
お
い
て
、

名
誉
教
授
称
号
授
与
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
長

年
、
本
学
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
平
倫
子
先
生

に
、
金
井
学
長
か
ら
「
北
星
学
園
大
学
名
誉
教
授
」

の
称
号
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

平

倫
子
先
生

平
先
生
は
、
一
九
七
八
年
五
月
に
文
学
部
専
任
講
師
と
し

て
北
星
学
園
大
学
に
着
任
、
一
九
九
三
年
四
月
に
同
教
授
に

就
任
さ
れ
、
ニ
〇
〇
八
年
三
月
に
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

児
童
文
学
を
主
な
研
究
分
野
と
さ
れ
、
在
職
中
は
、「
小
説

講
読
」「
英
米
小
説
研
究
」「
英
語
」
等
の
授
業
を
担
当
さ
れ
、

三
十
年
間
に
渡
り
、
熱
心
に
教
育
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

二
〇
〇
七
年
度
同
窓
会

寄
贈
図
書
が
決
定
し
ま
し
た
！

同
窓
会
か
ら
在
学
生
へ
の
還
元
事

業
と
し
て
図
書
館
へ
図
書
寄
贈
を
毎

年
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
の

寄
贈
図
書
の
選
考
結
果
が
で
ま
し
た

の
で
、
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
同
窓

会
寄
贈
図
書
は
、
在
学
生
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
り
募
っ
た
リ
ク
エ
ス
ト

を
考
慮
し
た
上
で
、
在
学
生
が
読
み

た
い
図
書
、
親
し
み
や
す
い
図
書
と

な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
寄
贈
図
書
（
抜
粋
）
は

次
の
通
り
で
す
。

〈
書

籍
〉

・
や
り
と
げ
る
力

・
議
会
に
風
穴
を
あ
け
た
や
つ
ら

・
あ
た
り
ま
え
す
ぎ
て
気
が
つ
か
な

い
問
題
解
決
の
法
則

・
生
き
る
こ
と
も
死
ぬ
こ
と
も
イ
ヤ

な
人
の
た
め
の
本

・
考
え
る
日
々
１
・
２
・
３

・
死
と
生
き
る
―
獄
中
哲
学
対
話

・
食
堂
か
た
つ
む
り

・
隠
蔽
捜
査

〈
Ｄ
Ｖ
Ｄ
〉

・
ザ
・
ハ
リ
ケ
ー
ン

・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
レ
ジ
ャ
ー
２
／

リ
ン
カ
ー
ン
暗
殺
の
日
記

・
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

・
L
i
t
t
l
e

D
J
小
さ
な
恋

の
物
語

・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ソ
ク
ー
ロ
フ

・
ロ
ベ
ー
ル
・
ブ
レ
ッ
ソ
ン

・
神
曲

・
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
／
ヒ
ー
ロ
ー
ズ

Ｂ
Ｏ
Ｘ
１
・
２

・
Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
―
骨
は
語
る

Ｂ
Ｏ

Ｘ
１
・
２

・
デ
ス
パ
レ
ー
ト
な
妻
た
ち

シ
ー

ズ
ン
１
・
２
・
３
Ｂ
Ｏ
Ｘ

・
紙
屋
悦
子
の
青
春

・
サ
ン
キ
ュ
ー
・
ス
モ
ー
キ
ン
グ

・
敬
愛
な
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

・
八
甲
田
山

・
宮
沢
賢
治

銀
河
鉄
道
の
夜

・
出
口
の
な
い
海

・
レ
ナ
ー
ド
の
朝

・
猟
奇
的
な
彼
女

・
不
撓
不
屈

・
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判

＊

北
星
学
園
大
学
図
書
館
は
、
同

窓
会
の
方
に
も
ご
利
用
頂
け
ま

す
。
ご
利
用
の
際
は
、
身
分
証
明

書
と
写
真
（
３
�
×
３
�
）
を
お

持
ち
に
な
り
、
図
書
館
カ
ウ
ン
タ

ー
へ
直
接
お
い
で
く
だ
さ
い
。
当

日
よ
り
図
書
の
貸
出
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
い
利
用
方

法
や
開
館
日
程
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
://lib

ra
ry

.h
o
k
u
se

i.

a
c
.jp

）
で
ご
確
認
下
さ
い
。
ご

不
明
な
点
は
、
お
気
軽
に
カ
ウ
ン

タ
ー
で
お
尋
ね
下
さ
い
。

ぜ
ひ
一
度
足
を
運
ん
で
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

星
学
祭
開
催

の
お
知
ら
せ

伝
統
の
『
星
学
祭
』
は
、
今
年
で

四
十
七
回
目
を
迎
え
ま
す
。
十
月
十

一
日
�
、
十
二
日
�
の
二
日
間
の
日

程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
行
事
を
陰
で
支
え
る
の
が
第

四
十
七
回
大
学
祭
実
行
委
員
会
で

す
。
今
年
度
は
実
行
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
も
五
十
七
名
を
数
え
、
数
年
来

の
人
材
不
足
も
解
消
さ
れ
る
兆
し
が

見
え
て
き
ま
し
た
。
現
メ
ン
バ
ー

は
、
既
に
六
月
の
体
育
祭
を
成
功
裏

に
収
め
、
十
月
の
星
学
祭
に
向
け
て

の
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
を
完
了
し

て
い
ま
す
。

今
年
の
星
学
祭
に
向
け
て
は
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
楽
し
く
、
実
り
の
あ

る
も
の
と
す
べ
く
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の

的
確
な
助
言
も
得
な
が
ら
準
備
に
励

ん
で
い
ま
す
。

昨
年
は
、
な
に
よ
り
も
天
候
に
恵

ま
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま

し
た
。
今
年
も
ご
家
族
・
同
期
生
を

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
懐
か
し
い

母
校
イ
ベ
ン
ト
に
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。

報
告
の
あ
っ
た
サ
ー
ク
ル
の
み
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

団
体
戦
、
個
人
戦
の
順
位
の
み
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

【
硬
式
野
球
部
】

◆
平
成
２０
年
度
札
幌
学
生
野
球
春
季

リ
ー
グ
戦
２
部

６
位

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
】

◆
第
４１
回
北
海
道
大
学
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
リ
ー
グ
春
季
大
会

女
子
３
部

１
位

男
子
４
部

２
位

◆
第
５９
回
北
海
道
大
学
男
・
女
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

男
子

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

女
子

予
選
グ
ル
ー
プ
戦

◆
第
５５
回
（
平
成
２０
年
度
）
北
海
道

地
区
大
学
体
育
大
会男

子

準
優
勝

【
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
】

◆
平
成
２０
年
度
第
３５
回
北
海
道
学
生

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
春
季
リ
ー
グ
戦

（
兼
東
日
本
イ
ン
カ
レ
予
選
）

男
子

６
位

女
子

１
位

【
フ
ッ
ト
サ
ル
同
好
会
】

◆
第
３
回
全
道
大
学
フ
ッ
ト
サ
ル
大

会
兼
全
日
本
大
学
フ
ッ
ト
サ
ル
大

会
２
０
０
８
北
海
道
予
選
準
優
勝

【
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
】

◆
旭
川
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
連
盟
会
長

杯
争
奪
第
１３
回
大
学
ア
イ
ス
ホ
ッ

ケ
ー
旭
川
大
会

Ｃ
リ
ー
グ
２
位

【
弓
道
部
】

◆
四
大
学
定
期
戦

（
北
星
学
園
大
学
、
札
幌
大
学
、

酪
農
学
園
大
学
、
帯
広
畜
産
大
学
）

男
子

４
位

女
子

３
位

◆
平
成
２０
年
度
三
大
学
定
期
戦

（
北
星
学
園
大
学
、
酪
農
学
園
大

学
、
札
幌
学
院
大
学
）

４
位

◆
札
幌
近
郊
大
学
女
子
戦

団
体
戦

３
位

◆
平
成
２０
年
度
男
子
�
部
校
戦

団
体
戦

６
位

◆
平
成
２０
年
度
北
海
道
中
央
地
区
弓

道
大
会

個
人
戦

大
学
女
子
の
部

２
位菅

原

一
紗

大
学
男
子
の
部

３
位

末
盛

司

【
ラ
ク
ロ
ス
部
】

◆
第
３
回
新
人
戦

女
子

４
位

【
羽
球
部
】

◆
２
０
０
８
年
度
北
海
道
学
生
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
春
季
リ
ー
グ
戦
大
会

男
子
３
部
リ
ー
グ
Ａ

３
位

女
子
２
部
リ
ー
グ

２
位

【
チ
ア
ダ
ン
ス
部
】

◆
春
の
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ダ
ン
ス
披
露
、
沿
道
で
の
安
全
運

転
呼
掛
け

【
武
田
流
中
村
派
合
気
道
部
】

◆
第
２０
回
北
海
道
綜
武
道
大
会

一
般
女
子
の
部

綜
合
乱
取
試
合

の
部

準
優
勝

宮
川

久
仁
子

【
軟
式
庭
球
部
】

◆
平
成
２０
年
度
春
季
北
海
道
学
生
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

第
４０
回
春
季

北
海
道
大
学
対
抗
リ
ー
グ

男
子
３
部
Ａ
リ
ー
グ

４
位

女
子
２
部
リ
ー
グ

１
位

【
硬
式
庭
球
部
】

◆
平
成
１８
年
度
全
日
本
大
学
対
抗
テ

ニ
ス
王
座
決
定
試
合
北
海
道
予
選

女
子
１
部
リ
ー
グ

準
優
勝

【
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
】

◆
２
０
０
８
年
度
学
生
連
盟
春
季
オ

ー
プ
ン
戦

１
部
リ
ー
グ

【
サ
ッ
カ
ー
部
】

◆
２
０
０
８
総
理
大
臣
杯
全
日
本
大

学
サ
ッ
カ
ー
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
北
海

道
大
会

３
回
戦

◆
平
成
２０
年
度
第
２６
回
知
事
杯
全
道

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

２
回
戦

◆
２
０
０
８
北
海
道
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン

デ
ン
ス
［
�
］
リ
ー
グ

◆
第
５５
回
（
平
成
２０
年
度
）
北
海
道

地
区
大
学
体
育
大
会

１
回
戦

【
準
硬
式
野
球
部
】

◆
平
成
２０
年
度
北
海
道
地
区
大
学
準

硬
式
野
球
２
部
リ
ー
グ
選
手
権

【
ラ
グ
ビ
ー
部
】

◆
第
３８
回
北
海
道
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
昇
格

【
競
技
ダ
ン
ス
部
】

◆
第
２６
回
全
北
海
道
学
生
競
技
ダ
ン

ス
八
種
目
選
手
権
大
会

ス
タ
ン
ダ
ー
ド

ワ
ル
ツ
２
位

佐
藤

亮
平

タ
ン
ゴ
１
位

藤
原

祐
介

ク
イ
ッ
ク
ス
テ
ッ
プ
２
位

藤
原

祐
介

ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス

◆
退
職
（
三
月
三
十
一
日
付
）

チ
ャ
プ
レ
ン

三
上

章

経
済
学
部

教

授

小
林

眞
人

教

授

永
井

信
夫

教

授

村
田
利
喜
彌

社
会
福
祉
学
部

教

授

島
津

淳

教

授

平

倫
子

交
流
教
員

准
教
授

肖

爽

事
務
局

教
育
・
研
究
支
援
課酒

井

彰

企
画
広
報
課

星
野

佳
子

総
務
課

水
上

初
江

学
生
支
援
課

大
野

和
喜

◆
退
職
（
五
月
三
十
一
日
付
）

学
生
支
援
課

大
西

哲
也

◆
採
用
（
四
月
一
日
付
）

チ
ャ
プ
レ
ン

草
島

豊

文
学
部

講

師

片
岡

徹

社
会
福
祉
学
部

教

授

佐
藤

至
子

教

授

森
永

正
治

教

授

高
橋

百
代

准
教
授

岡
田

直
人

経
済
学
部

教

授

中
路

貴
彦

准
教
授

足
立

清
人

交
流
教
員

教

授

張

岩
紅

事
務
局

教
育
・
研
究
支
援
課幸

松

紘
史

◆
異
動
（
四
月
一
日
付
）

学
生
支
援
課
長
補
佐（
教
務
担
当
）

山
田

充
雄

学
生
支
援
課
長
補
佐（
実
習
担
当
）

川
原

靖
彦

◆
異
動
（
八
月
一
日
付
）

学
生
支
援
課

小
塚

賢

教
職
員
の
異
動

今
年
度
の
同
窓
会
奨
励
生
が
決
定

し
ま
し
た
。「
卒
業
後
も
同
窓
会
活
動

に
積
極
的
に
参
加
す
る
意
志
の
あ
る

二
年
次
以
上
の
学
部
学
生
及
び
大
学

院
生
で
、
学
内
外
を
問
わ
ず
に
様
々

な
分
野
で
努
力
し
、
活
躍
し
て
い
る

学
生
」
と
い
う
募
集
要
項
で
、
在
学

生
自
身
に
よ
る
自
己
推
薦
に
よ
っ
て

募
集
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
応
募
者
の
な
か
か

ら
、
幹
事
会
で
協
議
の
結
果
、
次
の

二
名
の
採
用
を
決
定
し
ま
し
た
。
な

お
、
採
用
さ
れ
た
奨
励
生
に
は
、
十

月
の
同
窓
会
懇
親
会
に
出
席
し
て
い

た
だ
き
、
会
員
及
び
教
職
員
に
紹
介

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
か
ら
奨
励
金
授
与
式
並
び
に

奨
励
生
・
同
窓
生
の
集
い
を
行
う
こ

と
に
な
り
、
七
月
二
十
八
日
に
は
金

井
学
長
、斉
藤
同
窓
会
会
長
代
理
他
、

奨
励
生
と
過
年
度
の
奨
励
生
の
方
々

が
和
や
か
に
懇
談
さ
れ
、
そ
の
中
で

斉
藤
会
長
代
理
か
ら
奨
励
金
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

奨
励
生

平
田

綾
子
（
経
済
法
学
科
３
年
）

宇
津
木

と
み
恵
（
福
祉
計
画
学
科

４
年
）

同
窓
会
奨
励
生
決
定
！

北北
星星
学学
園園
大大
学学

教
育
振
興
寄
付
金
ご
芳
名

募
金
の
ご
協
力
に
深
く
感
謝
申
し

あ
げ
ま
す
。

二
〇
〇
八
年
三
月
一
日
か
ら
二
〇

〇
八
年
六
月
三
十
日
ま
で
（
敬
称

略
）

★
大
学
（
同
窓
生
）

早
川

久
美
子

お
く
や
み

現
大
学
同
窓
会
長
の
遠
藤
憲

一
さ
ん
が
、
二
〇
〇
八
年
七
月

十
八
日
に
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

遠
藤
さ
ん
は
、
一
九
六
七
年
三

月
に
文
学
部
社
会
福
祉
学
科
を

卒
業
さ
れ
、
一
九
八
九
年
十
月

よ
り
長
き
に
わ
た
り
、
同
窓
会

長
を
務
め
ら
れ
て
お
り
ま
し

た
。
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

＊
次
号
（
三
月
十
五
日
号
）
に

て
追
悼
記
事
を
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
く
予
定
で
す
。

元
文
学
部
教
授
の
八
木
健
三

先
生
が
、
二
〇
〇
八
年
七
月
十

八
日
に
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。
八

木
先
生
は
、
一
九
七
八
年
四
月

か
ら
一
九
八
八
年
三
月
ま
で
本

学
に
在
籍
さ
れ
、「
地
学
」「
自
然

科
学
概
論
」
等
の
授
業
を
担
当

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
心
よ
り

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

元
北
星
学
園
理
事
長
・
大
学

学
長
の
有
馬
純
先
生
が
、
二
〇

〇
八
年
八
月
三
日
に
永
眠
さ
れ

ま
し
た
。
有
馬
先
生
は
、
一
九

八
四
年
四
月
に
本
学
教
授
・
学

長
事
務
取
扱
、
一
九
八
五
年
二

月
よ
り
一
九
八
九
年
三
月
ま
で

学
長
、
一
九
九
一
年
四
月
よ
り

一
九
九
三
年
三
月
ま
で
理
事
長

を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
心
よ
り

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

編

集

後

記

九
月
に
入
り
、
北
海
道
の
夏
も
過

ぎ
去
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
同
窓

生
の
皆
さ
ん
は
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
秋
か
ら
は
、
同
窓

会
総
会
・
懇
親
会
、
コ
ン
サ
ー
ト
、

講
演
会
な
ど
同
窓
生
の
皆
さ
ん
が
楽

し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
だ
く
さ
ん

用
意
し
て
お
り
ま
す
。
同
期
、
先

輩
、
後
輩
を
誘
っ
て
参
加
し
て
、
学

生
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
同
窓
会
事
務
局

川
島
）

２００８年９月１日 （４）Ｈ Ｏ Ｋ Ｕ Ｓ Ｅ Ｉ第 ５８ 号



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




